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研究成果の概要（和文）：地域支援事業に適用可能な高齢者を対象とした介入プログラム開発とその効果測定へ
向けたSOCの応用可能性を検証すべく、種々の課題に取り組んだ。その結果、SOCが高齢期のポジティブ/ネガテ
ィブな精神的健康を有意に促進/低減すること、社会関係資源がSOCを媒介にポジティブ/ネガティブな精神的健
康を説明すること、SOCが生理心理学的ストレス反応に対して緩衝効果を示すことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Various issues were addressed to verify the applicability of SOC to develop 
intervention programs for elderly people that can be applied to community support projects and to 
measure their effects.
As a result, we found that SOC significantly promoted/reduced positive/negative mental health in old
 age, that social relational resources accounted for positive/negative mental health through SOC, 
and that SOC reduced psychophysiological reactivity (stress-buffering effect against stress 
responses).

研究分野：健康社会学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、SOCは30代まで発達し高齢期に至るまで安定しているとされていたが、近年、介入研究により高齢期でも
SOCが発達する可能性が示唆されている。本研究により、高齢者を対象にSOCあるいは社会関係資源への介入によ
り、高齢期のポジティブな精神的健康の促進、あるいはネガティブな精神的健康の低減を示唆する知見を明らか
にできたことから、元気高齢者の介護予防・健康増進を目的とする「生き生きしている・活力のある」といった
実存レベルの状態に働きかけるための介入プログラム開発のための示唆を得られたものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 少子高齢化の中で、現行の元気高齢者が特定高齢者にならないように予防することを狙いと
する、科学的根拠に基づいた介入プログラムの開発と効果測定（評価）の重要性が増大している。
とりわけ、世界保健機関（WHO）のヘルスプロモーション憲章で指摘されているように、健康
増進のためには身体および精神（≒認知機能）、社会的な健康状態の次元に加えて、「生き生きし
ている」、「活力のある」といった実存レベルの状態に働きかけることが重要であり、これからの
元気高齢者の介護予防・健康増進を目的とする活動プログラムには、まさに高齢者の「実存レベ
ル≒生き生きしている状態」をきちんと評価し、健康状態および Quality of Life（QOL）を促進
することが求められている。 
健康社会学者 Antonovsky, Aによれば、Sense of Coherence（SOC）とは、後天的に形成される
自分自身の生活世界に対して首尾一貫している、筋道が通っている、腑に落ちるといった捉え
方・向きあい方の感覚であり、そのような感覚を有しているという確信・認知的傾向でもある。
当該概念はトラウマティックな出来事を経験しても、その後の心身の健康を保持できている人
達に着眼し、その共通点として見出された。今日では人生においてストレッサーは遍く存在する
ものと捉え、WHOのヘルスプロモーションの哲学的基礎とされている健康生成論における健康
要因の中核概念（ストレス対処力）として、SOC は医療分野のみならず福祉を包含するヒュー
マンケアサービス分野において広く活用されている。また、ソーシャルワーク領域におけるクラ
イエントの本来有する能力や強さ（望み・可能性・活力・知恵）に焦点を当てる「ストレングス
モデル」や、精神障害を呈する人たちがそれぞれの自己実現や自分が求める生き方を主体的に追
求するプロセスを示す「リカバリー」、そして、教育現場で重要視されている「生きる力」とも
重なり、まさに、SOC は現代社会における人間の生活上の実存レベルの程度を評価している概
念に他ならない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地域支援事業に適用可能な高齢者を対象とした介入プログラム開発とその効果測
定へ向けた SOCの応用可能性を検証することを最終目標（目的）に、課題➊我々が開発した SOC
短縮版尺度（13項目 5件法）が高齢期の精神的健康や QOLを含むWell-beingを予測できるか否
かを明らかにすること、課題➋高齢者のみならず若年者を対象に SOCを醸成・促進するための
人生経験または心理社会的資源は何かを明らかにすること、課題➌SOC が生理心理学的ストレ
ス反応へ与える緩衝効果の認知・神経基盤の詳細を明らかにすること、課題➍実際の地域の高齢
者を対象に介入群とコントロール群を設定しランダム化比較試験を実施した上で、高齢者にお
ける SOCの介入効果を明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
課題➊：地域在住の高齢者を対象に質問紙調査を実施し、SOC と Well-being の関連性を重回帰
分析により検討した。 
課題➋：地域在住の高齢者を対象に質問紙調査を実施し、どのような社会関係資源が SOCある
いは well-beingを促進するかを媒介効果分析により検討した。 
課題➌：高齢者と若年者（大学生・大学院生）を対象に、急性ストレス課題（修正 Trier Social 
Stress Test：TSST）時の生理心理学的ストレス反応を測定し、ストレス反応に対する SOCの緩衝
効果および認知機能との関連を検討した。 
課題➍：これまでの先行研究や海外の研究者の意見を参考に、介入プログラムを試案し、その効
果をランダム比較試験で検討する予定であった。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の通りであった。 
課題➊の成果： 

 SOCは「把握可能感」、「処理可能感」、「有意味感」の 3
つの下位因子から構成されている。SOC合計得点および 3
つの下位因子すべてが、ネガティブな精神的健康（ill-being）
を有意に低下させた一方で、SOC合計点および 3つの下位
概念の中で有意味感のみが、ポジティブな精神的健康
（well-being）を有意に促進させたことを明らかにした。こ
れまで 3つの下位因子は相関が高く、1つの概念（SOC合
計得点）としてとらえることが妥当とされてきたが、本研
究から SOC の各下位概念の機能の特徴を明らかにするこ
とができた。 
 



課題➋の成果： 

 社会関係資源の中でも、受領と提供の両ソーシャルサポート（Social Provisions Scale：SPS）に
着目して、ポジティブおよびネガティブな精神的健康に対して直接的に影響を与えるか、または、
SOC を媒介にして間接的に影響を与えるかを、媒介効果分析により検討した。その結果、ポジ
ティブな精神的健康は直接的および間接的に有意な影響を与えていた。しかし、ネガティブな精
神的健康に対しては、SPS は直接的に有意に影響を与えず、SOC を媒介してのみ有意に影響を
与えることを明らかにすることができた。特に、前者のモデルにおいて、提供的サポートに類す
るソーシャルサポートが、SOC並びに高齢者の well-beingを高めることが示唆された。 
 
課題➌の成果： 

 急性ストレス課題時のネガティブ感情および精神性発汗を評価した。その結果、ネガティブ感
情において、SOC 高群は低群よりも課題時の反応が有意に低かった。また、精神性発汗におい
ては、ストレス暴露時からの回復が SOC高群の方が低群に比して速かった。SOCの緩衝効果は、
主に脳の前頭葉が担う遂行機能（特に抑制機能）の働きと関連していたことから、SOC の神経
基盤について間接的に明らかにすることができた。 
 
課題➍の成果： 
新型コロナウィルス感染の蔓延により、介入研究は途中で頓挫したため成果はなし。 
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